

授業名称： ラップアップ
ティーチングノート
（地方公共団体向け）

概要：

今回のプログラム全体を振り返り、授業内容に関する評価を行うと同時に、プログラム終了後の業務や日常生活への活用方法等をとりまとめる。
学習目標：

とりまとめでは、授業を振り返り
①自治体におけるローテーションを前提にした人材育成の重要性を理解する

②既存の空間情報に対する理解や、対策検討などの目的にあわせ、自治体内や国などの中に使える情報がたくさん含まれていることを理解する

③組織内の情報を収集するための手法を理解する

④自治体内の情報を流通させるための情報プラットフォームについて理解する

⑤地域情報の「見える化」の重要性と、空間的思考態度を身に付ける

⑥人材育成に関する授業内容の意見をまとめる
受講対象：

地方公共団体等において、GISに関連する業務に従事している者、もしくはGISに関する基礎知識は有しており、今後、専門性を高めたい意向がある者等。
(1) 地方公共団体の情報部門の人材
(2) 地方公共団体の情報部門以外に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材

(3) その他、地域行政に関連する組織に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材
ティーチングノート：

とりまとめでは、まず授業を振り返るスライドは必ず説明し、記憶を確認させる。その後、グループディスカッションを行い、これまで各自の得たものを確認する。

その後、グループごとに発表する。

その後、必要に応じてページ２からページ６を選択して説明する
また、当初の受講動機、期待に対し、どの程度の成果があがったか、自己認識、自己評価を促すよう配慮する。

さらに、今後の本プログラムの実践・普及、活動の方向、各主体との連携の方向等を考慮し、参加者からの意見について、講師または運営者の立場から、検討のうえ適切なコメントをするよう配慮する。

なお、冒頭の振り返り以外については、講師の裁量のもと講義内容、時間配分を定めることとする。
ページ1　サブタイトル：求められる人材像

◆このページのポイント
· 求められる人材像の3種類の確認

· 消防や警察でのGISの使い方を考え、必要性が理解されないために利活用されないことを知る

· 空間的思考は、地域の課題を解くために多面的な見方を養う。
◆説明手順

· 最初に、3種類の人材と対応するレベルを説明する。

· 全体をカバーする「空間的な思考」を行える人材を説明する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項
· 特になし。

ページ2～7　サブタイトル：この講習会を振り返って
◆このページのポイント
· 各コマの要点や伝えたかった点をそれぞれ1枚にまとめている。

· 書くコマの内容を振り返ることで、記憶を強く残させることに注意を払う。
◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 演習科目が科目タイプA（「GPSを用いた地理空間情報の収集」及び「GISを用いたマッピングと分析」」の場合は、ページ6を、科目タイプB（「GISを活用した評価マップの作成」の場合は、ページ7を用いること。

◆受講者への確認事項
· 特になし。

ページ8　サブタイトル：グループディスカッション
◆このページのポイント
· 期待通りかどうかを確認するために、グループで話し合いを行う
◆説明手順

· 特になし

· 約15分位行い、その後,

· 各グループごとに発表を行う

· 講師は、必ずコメントを付ける。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項
· 特になし。

ページ9　サブタイトル：この講習会を振り返って、これから
◆このページのポイント
· これからも相談相手になることを強くアピールする。
◆説明手順

· 特になし（スライドに沿って話す）
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項
· 特になし。

以下のスライドは、必要に応じて使用する。必要がなければ、説明する必要がない。
ページ10　サブタイトル：人材育成とコンサルテーション
◆このページのポイント
· 人材育成とコンサルテーションとは異なる。

· 人材育成は、人事ローテーションを前提とした体系的な教育。

· 当面の課題を解決するのは、コンサルテーション。
◆説明手順
· スライドに示した順に説明する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ11　サブタイトル：地理空間情報流通の方向

◆このページのポイント
· スライドにある3つの点が重要であることを説明する

◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ12　サブタイトル：システム化の方向
◆このページのポイント
· 集中と分散、共通空間データの縮尺の違いを示し、それぞれのメリットデメリットを示し、地理空間データの理解を深める。
· 正解はなく、自治体の置かれた状況に応じて判断しなければならない。

· このような判断について相談する仕組みを考えるべき。
◆説明手順

· 図に従い、上記の順に説明。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

· 特になし。
ページ13　サブタイトル： 地理空間データの発注方式
◆このページのポイント
· 部局の発注と共通の発注に関するメリットとデメリットを理解させる。
· 自治体の置かれた状況に応じて手順を追って進めることを理解させる。
◆説明手順

· 図に従い説明。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

· 特になし。
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